
学習指導要領総則などでは、小学校以降の
教科等の学びは、ゼロからスタートするので
はなく、幼児期に「遊び」を通して育まれた主
体性や、身に付けた資質・能力を生かして、伸
ばしながらつないでいくことが大切であると
示されています。

主体的・協働的な学びによる「確かな学力
の育成」に向けて、幼保小中の先生方がとも
に学ぶ研修会を実施します。

「気になる子」「発達障がい」「特別支援」これらのキーワードでの学びの必要
感は、学校種問わず高まっています。「なんだかうまくいかない」と感じながら
毎日実践されている先生方。前半は、講義を通して「どうしたらうまくいくのか」

「明日から何を変えればいいのか」、ヒントを見つけ、スキ
ルを磨きます。後半は、2つの園の実践発表から、幼小
の連携・接続や地域・保護者とのつながりについて学び
を深めます。

主体的・協働的な学びは、分からないことがあったら自分で考え、考えても
分からなければ、聞いたり調べたりして、他者と協働して解決していくことが、
はじめの一歩。幼稚園・保育園等では、自発的活動としての遊びを通して、

その根っこを育みます。幼保小の実践事例を通して、子
供の「～したい」を学びにつなげる保育者・教師の工夫や、
幼児教育と小学校教育の共通項、小学校ならではの自
覚的学びを促す方法などについて考え、学びを深めます。

それぞれの研修に

ついての詳細は、

後日お送りする資料

（実施要項・広報）

でご確認ください。

児童生徒の資質・能力育成のため、個に応じた学習課題や学習活動
に取り組む機会（個別最適な学び）と、多様な他者と協働した探究的な
学び合い（協働的な学び）を一体的に充実していくことが大切です。

実践事例を通して、各学校や園を取り巻く地域や
子供の実情を踏まえながら、どのように実践してい
けばいいのか考え、学びを深めます。

№１、№２は、
「教職3年次フォ
ローアップ研修」
「ステージアップ
研修」の校外研修
として選択するこ
とができます。
ご確認ください。


